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隣保館の評価システムは

外部から意見をもらっている町長

【
西
山
】
町
内
に
暮
ら
す

人
々
は
助
け
合
い
、
生
き

生
き
と
幸
せ
に
生
活
し
て

い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
人

間
的
尊
厳
を
守
り
、
魂
の

自
立
を
保
ち
、
市
民
的
自

由
が
確
保
さ
れ
続
け
、
社

会
的
共
通
資
本
を
大
切
に

す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
が
町

民
憲
章
に
は
含
ま
れ
て
い

る
か
。

【
町
長
】
本
町
の
自
然
、

文
化
、
伝
統
を
守
り
、
誇

り
を
持
つ
こ
と
。
地
域
への

感
謝
の
心
を
育
て
る
こ
と
。

信
頼
と
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
。
人
権
を
尊
重

し
、
助
け
合
い
の
町
を
つ

く
る
こ
と
。
仕
事
に
誇
り

を
も
ち
、
活
気
と
に
ぎ
わ

町
民
憲
章
の
認
識
は

町長

町
民
の
行
動
規
範
を

　
　
　
　
　
示
し
て
い
る

【
西
山
】
隣
保
館
の
評
価

に
は
、
客
観
性
と
公
共
性

が
大
事
だ
が
、
本
町
で
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
運
営
状
況
や
事

業
計
画
・
実
績
な
ど
に
対

し
、
外
部
か
ら
意
見
を
も

ら
って
い
る
。

【
西
山
】
自
己
評
価
の
取

り
組
み
は
。

【
町
長
】
利
用
者
の
声
を

受
け
と
め
、
反
映
さ
せ
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
の
結
果
を

職
員
全
員
で
協
議
を
し
、

改
善
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
月
１
回
の
担

当
者
連
絡
会
や
館
長
会
で

情
報
交
換
も
行
って
い
る
。

【
西
山
】
評
価
に
よ
る
活

性
化
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
地
区
外
の
利
用

者
を
増
や
し
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
の

な
か
よ
し
会
、
中
高
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
は
り

き
り
教
室
、
中
山
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
料
理
教
室

な
ど
は
、
地
区
外
の
参
加

者
が
多
い
。

【
教
育
委
員
長
】
目
標
に

対
し
、
取
り
組
み
状
況
や

そ
の
成
果
、
改
善
す
べ
き

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

伝承される銭太鼓

町民憲章は式典で発表された

い
の
あ
る
豊
か
な
町
を
築

く
こ
と
。

　

町
民
憲
章
で
は
、
こ
う

い
っ
た
内
容
を
町
民
の
行

動
規
範
と
し
て
示
し
て
い

る
。

　

質
問
の
趣
旨
は
含
ん
で

い
る
と
考
え
る
。

【
西
山
】
旧
町
の
町
民
憲

章
も
参
考
に
し
た
の
か
。

【
町
長
】
旧
町
の
町
民
憲

章
の
ほ
か
、
未
来
づ
く
り

10
年
プ
ラ
ン
も
参
考
に
し

て
い
る
。
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